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(57)【要約】
【課題】アドレスパターンを同期パターンとして誤検出
する可能性を低くすること。
【解決手段】所定の位置に所定のビットパターンからな
る同期情報と、該同期情報から所定位置ずれた位置にア
ドレス情報が繰返し記録されている光ディスクからウォ
ブル信号を読み取るピックアップ（１４）と、読み取っ
たウォブル信号から同期パターンを検出するパターン判
定部（７６）と、読み取ったウォブル信号が同期パター
ンの類似パターンである場合、前記パターン判定部（７
６）の出力を不許可するゲート（７８）とを具備する。
【選択図】　　　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の位置に所定のビットパターンからなる同期情報と、該同期情報から所定位置ずれ
た位置にアドレス情報が繰返し記録されている光ディスクからウォブル信号を読み取る手
段と、
　読み取ったウォブル信号から所定のビットパターンを検出する手段と、
　読み取ったウォブル信号が所定のビットパターンの類似ビットパターンである場合、前
記検出手段の検出結果の出力を排除する手段と、
　を具備する同期情報検出回路。
【請求項２】
　前記排除手段は、読み取ったウォブル信号が所定のビットパターンに類似していない場
合、ゲート信号を生成する手段と、前記ゲート信号により導通にされ前記検出手段の検出
結果を出力するゲートとを具備する請求項１に記載の同期情報検出回路。
【請求項３】
　ウォブル信号は無変調部分がビット情報“０”を、変調部分がビット情報“１”を表す
ように変調されており、
　前記所定のビットパターンは６つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、６つ
のビット情報“１”からなるビットパターンであり、
　前記類似ビットパターンは複数のビット情報“１”、少なくとも４つのビット情報“０
”、複数のビット情報“１”からなり、いずれか４つのビット情報が誤検出されると前記
所定のビットパターンに一致するビットパターンであることを特徴とする請求項１または
請求項２に記載の同期情報検出回路。
【請求項４】
　前記類似ビットパターンは、
　８つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第１のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、８つのビット情報“１”からなる
第２のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第３のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、８つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第４のビットパターンと、
　８つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第５のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、８つのビット情報“１”からなる
第６のビットパターンと、
　からなり、
　前記排除手段は、２０段のシフトレジスタと、下記の条件が全て成立しない場合にゲー
ト信号を生成する回路と、
　（Ｄ０＋Ｄ１）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０、
　（Ｄ１８＋Ｄ１９）－（Ｄ２＋Ｄ３）＞０、
　－（Ｄ２＋Ｄ３）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０、
　－（Ｄ６＋Ｄ７）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０、
　（Ｄ８＋Ｄ９）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０、
　（Ｄ１０＋Ｄ１１）－（Ｄ６＋Ｄ７）＞０、
　ここで、Ｄ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ６、Ｄ７、Ｄ８、Ｄ９、Ｄ１０、Ｄ１１、Ｄ１２
、Ｄ１３、Ｄ１６、Ｄ１７、Ｄ１８、Ｄ１９はシフトレジスタの０、１、２、３、６、７
、８、９、１０、１１、１２、１３、１６、１７、１８、１９のデータである、
　を具備することを特徴とする請求項３に記載の同期情報検出回路。
【請求項５】
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　所定の位置に所定のビットパターンからなる同期情報と、該同期情報から所定位置ずれ
た位置にアドレス情報が繰返し記録されている光ディスクからウォブル信号を読み取るス
テップと、
　読み取ったウォブル信号から所定のビットパターンを検出するステップと、
　読み取ったウォブル信号が所定のビットパターンの類似ビットパターンである場合、前
記検出ステップの検出結果の出力を排除するステップと、
　を具備する同期情報検出方法。
【請求項６】
　前記排除ステップは、読み取ったウォブル信号が所定のビットパターンに類似していな
い場合、ゲート信号を生成して、前記検出ステップの検出結果を出力させるゲートを導通
させる請求項５に記載の同期情報検出方法。
【請求項７】
　ウォブル信号は無変調部分がビット情報“０”を、変調部分がビット情報“１”を表す
ように変調されており、
　前記所定のビットパターンは６つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、６つ
のビット情報“１”からなるビットパターンであり、
　前記類似ビットパターンは複数のビット情報“１”、少なくとも４つのビット情報“０
”、複数のビット情報“１”からなり、いずれか４つのビット情報が誤検出されると前記
所定のビットパターンに一致するビットパターンであることを特徴とする請求項５または
請求項６に記載の同期情報検出方法。
【請求項８】
　前記類似ビットパターンは、
　８つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第１のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、８つのビット情報“１”からなる
第２のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第３のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、８つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第４のビットパターンと、
　８つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第５のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、８つのビット情報“１”からなる
第６のビットパターンと、
　からなり、
　前記排除ステップは、下記の条件が全て成立しない場合にゲート信号を生成する、
　（Ｄ０＋Ｄ１）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０、
　（Ｄ１８＋Ｄ１９）－（Ｄ２＋Ｄ３）＞０、
　－（Ｄ２＋Ｄ３）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０、
　－（Ｄ６＋Ｄ７）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０、
　（Ｄ８＋Ｄ９）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０、
　（Ｄ１０＋Ｄ１１）－（Ｄ６＋Ｄ７）＞０、
　ここで、Ｄ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ６、Ｄ７、Ｄ８、Ｄ９、Ｄ１０、Ｄ１１、Ｄ１２
、Ｄ１３、Ｄ１６、Ｄ１７、Ｄ１８、Ｄ１９は読み取ったウォブル信号が入力される２０
段のシフトレジスタの０、１、２、３、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１６
、１７、１８、１９のデータである、
　ことを特徴とする請求項７に記載の同期情報検出方法。
【請求項９】
　所定の位置に所定のビットパターンからなる同期情報と、該同期情報から所定位置ずれ
た位置にアドレス情報が繰返し記録されている光ディスクを回転駆動するモータと、
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　前記モータにより回転される光ディスクからからウォブル信号を読み取る手段と、
　読み取ったウォブル信号から所定のビットパターンを検出する手段と、
　読み取ったウォブル信号が所定のビットパターンの類似ビットパターンでない場合、前
記検出手段の検出結果の出力を許可する手段と、
　を具備する光ディスク装置。
【請求項１０】
　ウォブル信号は無変調部分がビット情報“０”を、変調部分がビット情報“１”を表す
ように変調されており、
　前記所定のビットパターンは６つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、６つ
のビット情報“１”からなるビットパターンであり、
　前記類似ビットパターンは、
　８つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第１のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、８つのビット情報“１”からなる
第２のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第３のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、８つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第４のビットパターンと、
　８つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、４つのビット情報“１”からなる
第５のビットパターンと、
　４つのビット情報“１”、４つのビット情報“０”、８つのビット情報“１”からなる
第６のビットパターンと、
　からなり、
　前記許可手段は、下記の条件が全て成立しない場合に検出信号の出力を許可する、
　（Ｄ０＋Ｄ１）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０、
　（Ｄ１８＋Ｄ１９）－（Ｄ２＋Ｄ３）＞０、
　－（Ｄ２＋Ｄ３）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０、
　－（Ｄ６＋Ｄ７）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０、
　（Ｄ８＋Ｄ９）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０、
　（Ｄ１０＋Ｄ１１）－（Ｄ６＋Ｄ７）＞０、
　ここで、Ｄ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ６、Ｄ７、Ｄ８、Ｄ９、Ｄ１０、Ｄ１１、Ｄ１２
、Ｄ１３、Ｄ１６、Ｄ１７、Ｄ１８、Ｄ１９はウォブル信号が入力される２０段のシフト
レジスタの０、１、２、３、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１６、１７、１
８、１９のデータである、
　ことを特徴とする請求項９に記載の光ディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光ディスク装置に関し、特に、光ディスク装置における同期信号検出および物
理アドレス検出の改善に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、デジタル記録媒体としてＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓ
ｃ）等の光ディスクが普及してきており、これらを再生する光ディスク装置においては高
い信頼性が望まれている。このような光ディスクにおいては、記憶領域が螺旋状のトラッ
ク上に設けられており、そのアドレス情報にトラック番号が含まれている。再生時におけ
る早送り早戻し等の処理の際には、モータドライブで光ピックアップを送った後に、アク
チュエータで対物レンズを適宜傾けることで１トラック毎の微調整を行っている。トラッ
クジャンプの際も、目標のアドレスへ正確にジャンプしたかどうかを判断する際に、トラ
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ック番号が所望の番号となっているかどうかが判断される。
【０００３】
　ところで、ＤＶＤは規格自体も進化しており、ハイビジョン対応のＨＤ　ＤＶＤ規格も
出来ている。ＨＤ　ＤＶＤ規格では、ＤＶＤ規格よりも記録密度が高まるため再生信号の
ＣＮ比が低下しがちであり、この再生信号から同期信号やアドレス情報を取り出す際に、
相対的にノイズ等の外乱の影響を受けやすくなっている。特許文献１では、１ビット入力
の信号をシフトレジスタによりシフトし、パターンとの照合を行うことにより同期信号を
得ている。
【０００４】
　しかし、特許文献１では１ビット入力信号のためノイズ等の外乱による影響を受けやす
い。さらに、ＨＤ　ＤＶＤ規格の場合、同期（ＳＹＮＣ）パターンと物理アドレスパター
ンが似ていることもあり、たとえば物理アドレスを同期として誤検出する可能性があり、
誤動作がたびたび起こる可能性がある。特許文献１の回路構成では、ノイズ等の外乱がな
いときは、所定の同期パターン位置のウォブル信号のうち同期パターン特有の部分をきち
んと認識できており、所定の位置で同期検出されたこと示す同期信号が出力される。それ
に対し、所定のアドレス位置にあるアドレスパターンの一部がノイズ等の外乱により信号
が崩れると、同期として誤検出されてしまうことが起き得る。このように同期を誤検出す
ると、誤検出した同期に続く信号を誤って物理アドレスとして認識するため正しい物理ア
ドレスが取得できず、ディスク上の正しい位置が分からなくなって、誤動作の原因となる
。
【特許文献１】特開２００３－１８７４５７号公報（段落００５４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このように従来の光ディスク装置の同期検出にはアドレスパターンを同期パターンとし
て誤検出する可能性がある。
【０００６】
　本発明の目的はアドレスパターンを同期パターンとして誤検出する可能性を低くするこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様による光ディスク装置は、所定の位置に所定のビットパターンからなる
同期情報と、該同期情報から所定位置ずれた位置にアドレス情報が繰返し記録されている
光ディスクを回転駆動するモータと、前記モータにより回転される光ディスクからからウ
ォブル信号を読み取る手段と、読み取ったウォブル信号から所定のビットパターンを検出
する手段と、読み取ったウォブル信号が所定のビットパターンの類似ビットパターンでな
い場合、前記検出手段の検出結果の出力を許可する手段とを具備するものである。
【０００８】
　本発明の他の態様による同期検出回路は、所定の位置に所定のビットパターンからなる
同期情報と、該同期情報から所定位置ずれた位置にアドレス情報が繰返し記録されている
光ディスクからウォブル信号を読み取る手段と、読み取ったウォブル信号から所定のビッ
トパターンを検出する手段と、読み取ったウォブル信号が所定のビットパターンの類似ビ
ットパターンである場合、前記検出手段の検出結果の出力を排除する手段とを具備するも
のである。
【０００９】
　本発明の他の態様による同期検出方法は、所定の位置に所定のビットパターンからなる
同期情報と、該同期情報から所定位置ずれた位置にアドレス情報が繰返し記録されている
光ディスクからウォブル信号を読み取るステップと、読み取ったウォブル信号から所定の
ビットパターンを検出するステップと、読み取ったウォブル信号が所定のビットパターン
の類似ビットパターンである場合、前記検出ステップの検出結果の出力を排除するステッ
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プとを具備するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように本発明によれば、同期パターンに似たアドレスパターンを同期検出
の対象から排除することにより、アドレスパターンを同期パターンとして誤検出する可能
性を低くすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、光ディスク記録媒体のアドレッシング方法として、記録トラックをウォブル変
調した時のウォブルと信号との関係を示す図である。蛇行した記録トラックからデジタル
データを再生していく（または、蛇行した記録トラックにデジタルデータを記録していく
）が、このとき記録されたデータは指定された位置に記録されており、それを決定した物
理アドレス情報は、記録トラックのウォブル信号を読み出して復調することで得られる。
図１は、トラック上の読取りビーム４、検出されたウォブル信号、ウォブル信号を位相変
調して情報を埋め込む場合のビット変調規則を示している。ウォブル信号の無変調部分（
ノーマル位相ウォブル：ＮＰＷ）をビット情報“０”とし、変調部分（反転位相ウォブル
：ＩＰＷ）をビット情報“１”として利用してアドレス情報が記録されている。
【００１３】
　図２は、位相変調方式の一例としてのＨＤ　ＤＶＤ－Ｒ規格の物理アドレスフォーマッ
トを示す。図１に示すウォブルのビット変調データＮＰＷ（＝“０”）、ＩＰＷ（＝“１
”）で構成されている。
【００１４】
　物理アドレスフィールドは、セグメント情報（３ビット）、物理セグメントブロックア
ドレス（１８ビット）、物理セグメントオーダ（３ビット）、ＣＲＣ（９ビット）の計３
３ビットからなる。その計３３ビットの物理アドレスデータを３ビットずつに分割し、各
ＷＤＵ（Wobble Data Unit）に分配して変調処理によって光ディスク記録媒体に埋め込ま
れている。従って、物理アドレスデータ３３ビットは、１１ＷＤＵで構成されている。な
お、各ＷＤＵの物理アドレスデータの各１ビットは、図１に示すように４ウォブルで対応
されている。このため、４ウォブル全ての情報が読取れなくても、１ウォブルの情報が読
取れれば、アドレスが再生できる。
【００１５】
　プライマリセグメントタイプの場合は、物理アドレスデータ３ビットの前にある各ＷＤ
Ｕの先頭４ウォブルはＩＰＷで構成され、各ＷＤＵの先頭識別が容易となる構成がとられ
ている。１ＷＤＵは８４ウォブルで構成されているため、物理アドレスデータ埋め込み以
降の６８ウォブルはＮＰＷと規定されている。
【００１６】
　セカンダリセグメントタイプの場合は、物理アドレスデータ３ビットの構成はプライマ
リセグメントタイプと同様であるが、各ＷＤＵの先頭識別のための４ウォブルのＩＰＷの
前に４２ウォブルのＮＰＷが配置され、物理アドレスデータ埋め込み以降の２６ウォブル
はＮＰＷと規定されている点が異なる。
【００１７】
　物理アドレスデータは１７ＷＤＵで構成されたＷＡＰ（Wobble Address Periodic posi
tion）と呼ばれる集合体で１アドレスが構成されている。このＷＡＰが連結してトラック
ウォブルが出来上がるため、ＷＡＰで決められる周期が物理アドレスデータの埋めこまれ
た周期になる。各１ＷＡＰは、先頭の１ＷＤＵにＳＹＮＣ（同期信号）が配置され、次の
１１ＷＤＵに物理アドレス、後方の５ＷＤＵに無変調ユニット（Ｕｎｉｔｙ　ｆｉｅｌｄ
）が配置されている。
【００１８】
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　アドレス情報が埋め込まれるＷＤＵは３ビットでアドレス情報を構成しており、各１ビ
ットは４ウォブルに対応させている。このため、ＷＤＵの先頭４ウォブルは、ＩＰＷ構成
として、ＷＤＵの先頭識別が容易になる構成をとっている。結果として各ＷＤＵのアドレ
ス情報埋め込み以降の６８ウォブルはＮＰＷと規定している。アドレスデータ全体は３３
ビットであることから、必要なＷＤＵは１１ユニットとなり、先頭側ＷＤＵにはＷＡＰの
同期信号ＳＹＮＣが配置され、後方側の５ユニットは無変調のユニット（Ｕｎｉｔｙ　ｆ
ｉｅｌｄ）で構成される。このような約束事で情報データが物理セグメントアドレスデー
タを使って指定された場所に記録されることになる。このため、物理セグメントの正確な
アドレスデータ読出しが重要になる。
【００１９】
　図３は、位相変調方式の他の例としてのＨＤ　ＤＶＤ－ＲＡＭの物理アドレスフォーマ
ットを示す。図１に示すウォブルのビット変調データＮＰＷ（＝“０”）、ＩＰＷ（＝“
１”）で構成されている。物理アドレスデータは、セグメント情報（３ビット）、セグメ
ントアドレス（６ビット）、ゾーンアドレス（５ビット）、パリティアドレス（１ビット
）、グルーブトラックアドレス（１２ビット）、ランドトラックアドレス（１２ビット）
の計３９ビットからなる。その計３９ビットの物理アドレスデータを３ビットずつに分割
し、各ＷＤＵ（Ｗｏｂｂｌｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）に分配して変調処理によって光ディ
スク記録媒体に埋め込まれている。従って、物理アドレスデータ３９ビットは、１３ＷＤ
Ｕで構成されている。なお、各ＷＤＵの物理アドレスデータ各１ビットは、４ウォブルで
対応されている。
【００２０】
　物理アドレスデータ３ビットの前にある各ＷＤＵの先頭４ウォブルはＩＰＷで構成され
、各ＷＤＵの先頭識別が容易になる構成がとられている。１ＷＤＵは８４ウォブルで構成
されているため、物理アドレスデータ埋め込み以降の６８ウォブルはＮＰＷと規定されて
いる。
【００２１】
　このようなトラックウォブル変調で物理アドレスが埋め込まれた記録トラックには、情
報データが記録されるが、この場合の記録データは、７７３７６バイトのデータに対して
、先頭に７１バイトのＶＦＯ（再生動作時にデータ復調用チャネルクロックを生成し易い
ようにするための一定周波数信号）、後方にはデータブロック接続処理を行うためのＰＡ
（ｐｏｓｔ　ａｍｂｌｅ）フィールド、リザーブフィールド、バッファフィールドの計２
２バイトが記録される。トータルで７７４６９バイトが７物理セグメント（９９９６ウォ
ブル）に記録される。このような約束事で情報データが物理セグメントアドレスデータを
使って指定された場所に記録されることになる。このため、物理セグメントの正確なアド
レスデータ読出しが重要になる。
【００２２】
　図４は、光ディスク記録媒体の記録トラックがランド／グルーブ共に使われる構造に対
する、物理アドレス情報のレイアウトを例示した図である。この例では、ウォブル変調に
よるアドレッシングは、グルーブトラックで行うため、ランドトラックに対する記録再生
でも正しいアドレッシングが構成されていなければならない。そこでゾーン方式という構
造が採用され、光ディスクをラジアル方向で複数ゾーンに分割し、各ゾーン内は記録容量
が一定のセグメントパケットを構成し、そこに物理アドレス情報である“ゾーン番号”、
“トラック番号”、“セグメント番号”がグルーブトラックのウォブル変調で埋め込まれ
る。ゾーンが変わると、記録密度が略等しい単位でセグメントを構成するように分割角度
を変更して、記録容量を最適化している。図４のような構成にすると、ランド／グルーブ
方式でも、グルーブウォブルによるアドレス情報は、トラック番号を除けば隣接トラック
間では同じ値になり、ランドトラックでも物理アドレス情報が読み出せる。トラック番号
は、ランド用とグルーブ用を配置することでランドでもグルーブでも情報が得られるよう
に構成されるため、問題は生じない。
【００２３】
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　図５は、この発明の一実施の形態に係る光ディスク装置の構成例を説明する図である。
図６は、この発明の一実施の形態に係る光ディスク装置のピックアップ１４の構成例を説
明する図である。図７は、この発明の一実施の形態に係る光ディスク装置のウォブルＰＬ
Ｌ部／アドレス検出部３４の構成例を説明する図である。ここで、光ディスク１１は、ユ
ーザデータを記録（または書替）可能な位相変調方式の光ディスクとして説明を行なう。
【００２４】
　記録または書替可能な位相変調方式の光ディスクとしては、例えば、波長４０５ｎｍ前
後の青色系レーザ光を用いたＨＤ　ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＨＤ　ＤＶＤ－ＲＷ、ＨＤ　ＤＶＤ
－Ｒ等や、あるいは波長６５０ｎｍ前後の赤色系レーザ光を用いたＤＶＤ＋Ｒ等がある。
【００２５】
　光ディスク１１の表面には、スパイラル状にランドトラック及びグルーブトラックが形
成されている。トラックは半径方向に蛇行している。光ディスク１１は、スピンドルモー
タ１２によって回転駆動される。スピンドルモータ１２は、モータ制御回路１３によって
その回転速度が制御されている。
【００２６】
　光ディスク１１に対する情報の記録、再生は、ピックアップ１４によって行なわれる。
ピックアップ１４は、スレッドモータ１５とギアを介して連結されている。スレッドモー
タ１５は、データバス１６に接続されるスレッドモータドライバ１７により制御される。
スレッドモータ１５の固定部には、図示しない永久磁石が設けられており、図示しない駆
動コイルが励磁されることにより、ピックアップ１４が光ディスク１１の半径方向に移動
する。
【００２７】
　ピックアップ１４には、図６に示すように対物レンズ１８が設けられている。対物レン
ズ１８は、駆動コイル１９の駆動によりフォーカシング方向（レンズの光軸方向）への移
動が可能であるとともに、駆動コイル２０の駆動によりトラッキング方向（レンズの光軸
と直交する方向）への移動が可能であって、レーザ光のビームスポットを移動することで
、トラックジャンプを行なうことができる。
【００２８】
　変調回路２１は、情報記録時にホスト装置２２からインタフェース回路２３を介して供
給されるユーザデータを例えば８－１４変調（ＥＦＭ）して、ＥＦＭデータを生成する。
レーザ制御回路２４は、情報記録時（マーク形成時）に、変調回路２１から供給されたＥ
ＦＭデータに基づいて、書き込み用信号を半導体レーザダイオード２５に提供する。また
、レーザ制御回路２４は、情報読み取り時には書き込み信号より小さい読み取り用信号を
半導体レーザダイオード２５に提供する。
【００２９】
　半導体レーザダイオード２５は、レーザ制御回路２４から供給される書き込み用信号に
応じてレーザ光を発生する。半導体レーザダイオード２５から発せられるレーザ光は、コ
リメータレンズ２６、ハーフプリズム２７、光学系２８、対物レンズ１８を介して光ディ
スク１１上に照射される。光ディスク１１からの反射光は、対物レンズ１８、光学系２８
、ハーフプリズム２７、集光レンズ２９を介して、光検出器３０に導かれる。
【００３０】
　光検出器３０は４分割の光検出セルからなり、各セルの出力信号Ａ，Ｂ，Ｃ，ＤをＲＦ
アンプ３１に供給する。ＲＦアンプ３１は、（Ａ＋Ｄ）－（Ｂ＋Ｃ）に対応するトラッキ
ングエラー信号ＴＥをトラッキング制御部３２に供給し、（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）に対応
するフォーカスエラー信号ＦＥをフォーカシング制御部３３に供給する。
【００３１】
　さらに、ＲＦアンプ３１は、（Ａ＋Ｄ）－（Ｂ＋Ｃ）に対応するウォブル信号ＷＢをウ
ォブルＰＬＬ部／アドレス検出部３４に供給し、（Ａ＋Ｄ）＋（Ｂ＋Ｃ）に対応するＲＦ
信号をデータ再生部３５に供給する。
【００３２】
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　一方、フォーカシング制御部３３の出力信号は、フォーカシング方向の駆動コイル１９
に供給される。これにより、レーザ光が光ディスク１１の記録膜上に常時ジャストフォー
カスとなる制御がなされる。また、トラッキング制御部３２は、トラッキングエラー信号
ＴＥに応じてトラック駆動信号を生成し、トラッキング方向の駆動コイル２０に供給して
いる。
【００３３】
　上記フォーカシング制御及びトラッキング制御がなされることで、光検出器３０の光検
出セルの出力信号の和信号ＲＦは、記録情報に対応して光ディスク１１のトラック上に形
成されたピット等からの反射率の変化が反映される。この信号は、データ再生部３５に供
給される。
【００３４】
　データ再生部３５は、ＰＬＬ回路３６からの再生用クロック信号に基づき、記録データ
を再生する。また、データ再生部３５は信号ＲＦの振幅を測定する機能を有し、該測定値
はＣＰＵ３７によって読み出される。
【００３５】
　上記トラッキング制御部３２によって対物レンズ１８が制御されているとき、対物レン
ズ１８が光ディスク１１の最適位置となるように、スレッドモータ１５が制御されること
で、ピックアップ１４が制御される。
【００３６】
　モータ制御回路１３、レーザ制御回路２４、フォーカシング制御部３３、トラッキング
制御部３２、データ再生部３５、ＰＬＬ回路３６等は、サーボ制御回路として１つのＬＳ
Ｉチップ内に構成することができる。
【００３７】
　これらの回路部は、バス１６を介してＣＰＵ３７によって制御される。ＣＰＵ３７は、
インタフェース回路２３を介してホスト装置２２から提供される動作コマンドに基づき、
この光ディスク装置を総合的に制御している。
【００３８】
　ＣＰＵ３７は、ＲＡＭ３８を作業エリアとして使用し、ＲＯＭ３９に記録されたプログ
ラムに従って所定の動作を行なう。
【００３９】
　上記データ再生部３５で再生されたデータは、エラー訂正回路４０によってエラー訂正
処理が施された後、映像、副映像及び音声等の再生に供される。
【００４０】
　図７は、図５のウォブルＰＬＬ部／アドレス検出部３４に対応する回路構成（ウォブル
信号から物理アドレスを生成する構成を含む）の具体例を示している。ウォブルＰＬＬ部
／アドレス検出部３４は、ウォブルＰＬＬ部５１、同期検出（詳細ブロック図は図８）／
物理アドレス検出部５２、及びフライホイールカウンタ５３の３つのブロックに分けられ
る。
【００４１】
　ウォブルＰＬＬ部５１は、ウォブル信号が入力されるＡ／Ｄコンバータ５５、その出力
ウォブル信号の位相比較を行う位相検出部５６、ウォブル信号の位相が±９０°以上の場
合の前値のホールド、またループ補償などを行う位相制御部５７、位相制御部５７の出力
が入力されるＤ／Ａコンバータ５８、その出力に応じた周波数の発振信号をＡ／Ｄコンバ
ータ５５に供給するＶＣＯ５９からなっている。
【００４２】
　位相検出部５６では、ウォブル信号と基準サイン波／基準コサイン波の１ウォブル単位
の積分演算が行われ、後述する図１０、図１１に例示されるようなサイン相関検波値信号
、コサイン相関検波値信号がそれぞれ作られる。コサイン相関検波値信号は位相制御部５
７に、サイン相関検波値信号は位相制御部５７、同期検出／物理アドレス検出部５２、フ
ライホイールカウンタ５３に供給される。
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【００４３】
　位相制御部５７は、コサイン相関検波値信号を位相誤差信号としてＰＬＬ引きこみ用に
使用し、入力信号（ウォブル信号）に対して位相追従した単一クロックを生成し、Ｄ／Ａ
コンバータ５８に供給する。サイン相関検波値信号は、変調部分（ＩＰＷ部分）は“＋”
値（多値）で出力され、無変調部分（ＮＰＷ部分）は“－”値（多値）で出力されるもの
としている。この多値信号から、同期パターンの検出、及びアドレスパターンの検出が行
われる。
【００４４】
　同期検出／物理アドレス検出部５２は、所定の同期パターン位置（図２、図３のＷＡＰ
“０”番目）の８４ウォブル信号の内、同期パターン特有の部分であるＩＰＷ（６ウォブ
ル）－ＮＰＷ（４ウォブル）－ＩＰＷ（６ウォブル）の部分を検出し、それに続く物理ア
ドレスを検出するブロックであり、同期検出部６２、物理アドレス先頭検出部６４、物理
アドレス保持部６６からなる。
【００４５】
　図７の全回路ブロック（あるいは少なくとも同期／アドレス検出部５２）は、ディスク
リート電子部品で構成することもできるが、量産時にはＩＣ（コントローラＬＳＩ）化す
ることが望ましい。
【００４６】
　同期検出部６２の詳細ブロックを図８に示す。同期検出部６２はサイン相関検波値信号
が供給されるシフトレジスタ７２と、シフトレジスタ７２の出力が供給されるデータ検出
／４波演算部７４、パターン演算部（エッジ／状態レベル検出）８０と、データ検出／４
波演算部７４の出力が供給されるパターン判定部７６と、パターン判定部７６の出力が供
給され、同期パターンに似ている物理アドレスパターンを排除するための排除用ゲート信
号を生成する排除用ゲート信号生成部７８と、パターン演算部８０の出力が供給される比
較判定部（同期検出）８２と、比較判定部８２の出力が供給され、排除用ゲート信号が生
成された時だけ導通するＡＮＤゲート８４からなる。フライホイールカウンタ５３の出力
がＡＮＤゲート８４以外の回路に供給される。
【００４７】
　シフトレジスタ７２、パターン演算部８０、比較判定部８２は、所定の同期パターン位
置（図２、図３のＷＡＰ“０”番目）の８４ウォブル信号の内、同期パターン特有の部分
であるＩＰＷ（６ウォブル）－ＮＰＷ（４ウォブル）－ＩＰＷ（６ウォブル）部分（ユニ
ークパターン部分）を検出する回路である。先ず、サイン相関検波値信号を２０段のシフ
トレジスタ７２でシフト処理する。その処理結果はパターン演算部８０に入力され、そこ
で、シフト処理した信号の符号変化点（ＩＰＷ→ＮＰＷ／ＮＰＷ→ＩＰＷ：エッジ検出）
の差分演算、及びエッジ変化点以外での信号の符号比較による状態の安定（符号一致）検
出を行う。比較判定部８２は、パターン演算部８０でのエッジ検出値が閾値以上であり、
かつ状態が同期と一致していると判定できた場合に、同期信号が検出されたものとして、
同期検出信号を出力する。
【００４８】
　図９は、同期パターンに良く似ている物理アドレスパターンの例（６パターン）である
。これらの物理アドレスパターンは、ＩＰＷ（少なくとも４ウォブル）－ＮＰＷ（少なく
とも４ウォブル）－ＩＰＷ（少なくとも４ウォブル）構成であり、それぞれ図中の２箇所
の丸で囲んだ２ウォブルを誤検出（例えば、極性を反転して検出）してしまうと、同期パ
ターン（ＩＰＷ（６ウォブル）－ＮＰＷ（４ウォブル）－ＩＰＷ（６ウォブル））と認識
できてしまう。このため、同期検出の際これらの物理アドレスパターンを識別して排除す
ることで、同期パターンの誤検出を低下させ、信頼性のある同期検出が可能となる。
【００４９】
　同期パターンと誤検出しやすい物理アドレスパターンを排除する排除用ゲート信号生成
部７８は、これらの６パターンの物理アドレスを排除するための回路である。シフトレジ
スタ７２でシフトしたデータ（Ｄｎ）を、データ検出／４波演算部７４において図９の丸
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で囲んだ部分の信号状態を検出する。検出方法としては、検出ミス確率を下げるためＩＰ
Ｗ，ＮＰＷそれぞれの部分の２ウォブルを加算してその２箇所の加算値の差分をとる。ア
ドレスパターンが正しく検出されている場合は、この差分はプラス値となる。しかし、４
ウォブルの１つでも正規のレベルから変動して検出されると、この差分がマイナス値とな
ることがある。そのため、差分がマイナス値となると、アドレスパターンを同期パターン
と誤検出する可能性がある。例えば、物理アドレスパターンＰ１では、（シフトレジスタ
“Ｄ０”データ＋シフトレジスタ“Ｄ１”データ）－（シフトレジスタ“Ｄ１６”データ
＋シフトレジスタ“Ｄ１７”データ）＜０の時は、同期パターンと誤検出する可能性があ
る。このような誤検出の可能性のある場合、そのようなパターンを同期パターンとして検
出しないように、ＡＮＤゲート８４を閉じる。排除用ゲート信号生成部７８は誤検出する
可能性が無い場合のみ、排除用ゲート信号を生成し、ＡＮＤゲート８４を導通させる（図
１０、図１１参照）。その他の検出方法としては、単純にＩＰＷ、ＮＰＷの４ウォブルの
２値化符号を使って検出しても良い。
【００５０】
　パターン判定部７６が同期パターンと誤検出される可能性のある物理アドレスパターン
（図９(ｃ)～（ｈ））を判定する原理を説明する。図９（ｃ）～（ｈ）の各アドレスパタ
ーンの丸で囲んだ部分のレベルが正規のレベル（図９の太線）から外れると、同期パター
ンと一致する可能性がある。そのため、下記のいずれかの条件が成り立つ場合は、誤検出
が生じる可能性があるアドレスパターンであるため、排除用ゲート信号が生成されず、Ａ
ＮＤゲート８４は非導通とされる。
【００５１】
　物理アドレスパターンＰ１：（Ｄ０＋Ｄ１）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０
　物理アドレスパターンＰ２：（Ｄ１８＋Ｄ１９）－（Ｄ２＋Ｄ３）＞０
　物理アドレスパターンＰ３：－（Ｄ２＋Ｄ３）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０
　物理アドレスパターンＰ４：－（Ｄ６＋Ｄ７）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０
　物理アドレスパターンＰ５：（Ｄ８＋Ｄ９）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０
　物理アドレスパターンＰ６：（Ｄ１０＋Ｄ１１）－（Ｄ６＋Ｄ７）＞０
　一方、上記６パターンの条件が全て成り立たなかった場合、すなわち上記６パターンの
判定結果の“ＮＯＲ”条件で、排除用ゲート信号が生成され、ＡＮＤゲート８４は導通と
される。
【００５２】
　光ディスク１１には、以上のような構成でトラックウォブルを変調して物理アドレスが
記録されている。このような光ディスク１１のウォブルから物理アドレスを読み出す場合
は、ウォブル信号から同期信号（図２、図３のＳＹＮＣ）を検出し、この同期信号に応じ
たタイミング信号を生成させ、このタイミング信号に応じて、アドレス領域から物理アド
レスを抜き出し復調して取得する。
【００５３】
　次に、上記したウォブル信号に基づく同期信号の検出の一例について説明する。
【００５４】
　図１０は、通常の同期検出、及び物理アドレスパターンを排除する排除用ゲート信号の
生成タイミングを示している。図１０（ａ）はシフトレジスタ７２のデータ、（ｂ）はウ
ォブル信号、（ｃ）はサイン相関検波値信号、（ｄ）は同期パターン検出信号（比較判定
部８２の出力）、（ｅ）は排除用ゲート信号、（ｆ）は同期検出（ＡＮＤゲート８４の出
力）を示す。真の同期パターン部分では、同期パターンは排除すべき物理アドレスパター
ンの６条件全てに当てはまらないため、同期パターン検出タイミングと同時に排除用ゲー
ト信号（図１０（ｅ））が生成され、同期パターン検出時に出力される１ウォブル幅のパ
ルスである同期パターン検出信号（図１０（ｄ））と排除用ゲート信号との“ＡＮＤ”を
取ることにより、正しい同期検出（図１０（ｆ））が行われる。
【００５５】
　次に、物理アドレスパターン部分では、図９の物理アドレスパターンＰ１、Ｐ５に該当
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するパターンなので、（Ｄ０＋Ｄ１）－（Ｄ１６＋Ｄ１７）＞０、（Ｄ８＋Ｄ９）－（Ｄ
１２＋Ｄ１３）＞０の物理アドレスパターンの排除条件が成立するので、排除用ゲート信
号が生成されず、ＡＮＤゲート８４が閉じている。従って、たとえ比較判定部８２が同期
パターン検出信号（図１０（ｄ））を発生しても、当該物理アドレスパターンが同期とし
て検出されることがない。
【００５６】
　図１１は、物理アドレスパターンを同期パターンとして誤検出した場合に物理アドレス
パターンを排除しているタイミングを示している。図１１（ａ）はシフトレジスタ７２の
データ、（ｂ）はウォブル信号、（ｃ）はサイン相関検波値信号、（ｄ）は同期パターン
検出信号（比較判定部８２の出力）、（ｅ）は排除用ゲート信号、（ｆ）は同期検出（Ａ
ＮＤゲート８４の出力）を示す。物理アドレスパターンは、図１０の物理アドレスパター
ンＰ５の一部であるＤ９データ及びＤ１３データ（点線部分）が何らかの理由で誤検出さ
れたものである。
【００５７】
　パターン演算部８０は状態判定とエッジレベル判定を行うが、状態判定は、信号の符号
（プラス値またはマイナス値）が変化する前後２波を除いた信号の状態が安定している部
分で行う。同期パターン（ＩＰＷ（６ウォブル）－ＮＰＷ（４ウォブル）－ＩＰＷ（６ウ
ォブル））で言うと、ＩＰＷの中央の４ウォブルとＮＰＷの中央の２ウォブルの符号が同
期パターンと一致している、すなわちＩＰＷの中央の４波がプラス値、ＮＰＷの中央の２
波がマイナス値となっていると同期パターンと判定できる。そのため、図１１の物理アド
レスパターンのＤ９がマイナス値、Ｄ１３がプラス値となると、ＩＰＷ（Ｄ２～Ｄ７）－
ＮＰＷ（Ｄ８～Ｄ１１）－ＩＰＷ（Ｄ１２～Ｄ１７）となり、同期パターンと似ているパ
ターンとなる。このときの同期パターン検出の状態判定位置はＤ９～Ｄ１０及びＤ１３～
Ｄ１６である。この物理アドレスパターンＰ５では、同期パターン検出のＤ９～Ｄ１０、
及びＤ１３～Ｄ１６の状態判定条件が成立することで、同期パターンとして見なされ、比
較判定部８２が同期パターン検出信号（図１１（ｄ））を発生する。しかし、この場合で
も物理アドレスパターンＰ５の排除条件：（Ｄ８＋Ｄ９）－（Ｄ１２＋Ｄ１３）＞０が成
立するため、排除用ゲート信号が生成されず、ＡＮＤゲート８４が閉じており、同期パタ
ーンの誤検出が防止される。　図１２は物理アドレスの検出動作を示すフローチャートで
ある。ブロックＢ１２でウォブル信号が読み取られる。ブロックＢ１４で位相検出部５６
がウォブル信号を位相検出し、サイン相関検波値信号を出力する。ブロックＢ１６でサイ
ン相関検波値信号が同期検出部６２内のシフトレジスタ７２に入力される。ブロックＢ１
８パターン演算部８０はエッジレベル／状態判定を行い、比較判定部８２が同期パターン
（ＩＰＷ６波－ＮＰＷ４波－ＩＰＷ６波）を検出する。一方、ブロックＢ２０でデータ検
出／４波演算部７４が図９の丸で囲んだ４ウォブルの加減算を行い、条件を判定する。ブ
ロックＢ１８、Ｂ２０は順番が逆でも良い。ブロックＢ２２で、６条件のうちの１条件で
も成立したか否か判定される。全ての条件が成立しない場合は、同期パターンと誤検出さ
れるアドレスパターンではないので、ブロックＢ２４でゲート信号生成部７８はゲート信
号を生成し、ＡＮＤゲート７８が導通し、同期検出が物理アドレス先頭検出部６４に出力
される。ブロックＢ２６で所定のタイミング後に物理アドレスの取り込みを開始する。
【００５８】
　６条件のうちの１条件でも成立した場合は、同期パターンと誤検出されるアドレスパタ
ーンであるので、ブロックＢ２８でＡＮＤゲート７８が非導通なので、同期検出が物理ア
ドレス先頭検出部６４に出力されることがない。
【００５９】
　以上説明したように本実施の形態によれば、同期パターンに似た物理アドレスパターン
を６つのパターンに絞ることにより、同期検出対象から排除する物理アドレスパターンを
検出する回路の実現が容易（回路規模として非常に小さくすることが可能）である。また
、同期パターンに似ている物理アドレスパターンのみを検出するため、フライホイールカ
ウンタなどと同期せずに検出できる。従って、非同期時にも非常に有効であり、いつでも
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ル検出及び状態検出を行うことによりノイズ等の外乱の影響を抑えることができる。
【００６０】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施
形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【００６１】
　また、本発明は、コンピュータに所定の手段を実行させるための（あるいはコンピュー
タを所定の手段として機能させるための、あるいはコンピュータに所定の機能を実現させ
るための）プログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体としても実施するこ
ともできる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の一実施形態の光ディスクのアドレッシング方法を示す図。
【図２】ＨＤ　ＤＶＤ－Ｒ規格の物理アドレスフォーマットを示す図。
【図３】ＨＤ　ＤＶＤ－ＲＡＭ規格の物理アドレスフォーマットを示す図。
【図４】本発明の一実施形態の光ディスクの記録トラックの周辺レイアウトの一例を示す
説明図。
【図５】本発明の一実施形態の光ディスク装置の構成例を示す図。
【図６】本発明の一実施形態の光ディスク装置のピックアップの構成例を示す図。
【図７】本発明の一実施形態の光ディスク装置のウォブルＰＬＬ部／アドレス検出部３４
の構成例を示す図。
【図８】本発明の一実施形態の光ディスク装置の同期検出部６２の構成例を示す図。
【図９】本発明の一実施形態の光ディスクにおいて同期パターンと誤検出される可能性の
ある物理アドレスパターンを例示する図。
【図１０】本発明の一実施形態における同期パターンの検出動作の一例を示すタイミング
チャート。
【図１１】本発明の一実施形態における同期パターンの検出動作の他の例を示すタイミン
グチャート。
【図１２】本発明の一実施形態における物理アドレスの検出動作の一例を示すフローチャ
ート。
【符号の説明】
【００６３】
　３４…ウォブルＰＬＬ部／アドレス検出部、５１…ウォブルＰＬＬ部、５２…同期／ア
ドレス検出部、５３…フライホイールカウンタ、５６…位相検出部、５７…位相制御部、
６２…同期検出部、６４…物理アドレス先頭検出部、６６…物理アドレス保持部、７２…
シフトレジスタ、７４…データ検出／４波演算部、７６…パターン判定部、７８…ゲート
信号生成部、８０…パターン演算部、８２…比較判定部、８４…ＡＮＤゲート。
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